
ご利用案内

開館時間　10:00～16:00
入館料　無料
休館日　土、日、祝日、その他 臨時休館有

交通案内

京浜急行・JR「品川駅」港南口（東口）より徒歩約 15 分
東京モノレール「天王洲アイル駅」より徒歩約 20 分

東京海洋大学マリンサイエンスミュージアム
〒108-8477
東京都港区港南 4-5-7 東京海洋大学品川キャンパス内
Tel: 03-5463-0430 E-mail: museum@o.kaiyodai.ac.jp
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本館の歴史は、1902 年（明治 35 年）、農商務省水産講習所
の越中島校舎に作られた標本室に始まる。その後、図書標
本室として収蔵品も徐々に充実したが、1923 年（大正 12 年）
の関東大震災により灰燼に帰した。再建は 1936 年（昭和
11 年）であり、その間に標本資料の収集整備を逐次行った。
1946 年（昭和 21 年）、越中島の校舎は進駐軍に接収され、
図書標本室も閉鎖した。翌年の神奈川県久里浜への校舎の
移転とともに標本類を運搬したが、その多くを破損、紛失
した。
1949 年（昭和 24 年）に水産講習所は東京水産大学となり、
1952 年（昭和 27 年）、図書標本室は東京水産大学附属水産
博物館と改称した。
1957 年（昭和 32 年）、東京水産大学は現在地の品川に移転
を完了し、木造 1 棟を水産博物館として標本類を収納した。
1959 年（昭和 34 年）、創立 70 周年記念事業の一環で展示
室を整備し、一般に公開した。本館の建物は 1971 年（昭
和 46 年）に完成し、水産資料館と改称した。
2003 年（平成 15 年）、東京水産大学と東京商船大学の統合
に伴い、東京海洋大学海洋科学部附属水産資料館と改称し
た。なお、2005 年（平成 17 年）に博物館相当施設の再指
定を受けている。
2006 年（平成 18 年）には、これまで上屋のみであったセ
ミクジラ骨格標本の建物を改修し、別館「鯨ギャラリー」
として開館した。
本館は 2016 年（平成 28 年）に耐震と増築工事を行い、マ
リンサイエンスミュージアムという呼称でリニューアル
オープンした。
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※詳細は公式HPをご覧ください
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